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去る6月2日，3日の両日，第8回日本言語聴覚学会(浜松市)が開催されまし

た．天候にも恵まれ，1,900名近い方々の参加がありました．昨年，ポスター，演

題を含む発表数が200題を超えたときにはうれしい驚きでしたが，本年はそれをさ

らに上回る発表数でした．ポスター，演題ともに量だけでなく，質においても充実

した内容の発表が増えていく過程にあるといえます．学会での発表をまとめて投稿

される論文も増加しています．本号がお手元に届く頃はほっとされている時期と思

われますが，記憶の新しいうちに是非，学会での発表をまとめていただきたいと思

います．

言語聴覚研究第4巻2号をお届けします．

原著は2編あります．1編は相貌失認に関するものであり，相貌失認患者の視覚

的統合機能について要素呈示法を用いて種々の条件で検討した結果から，視覚要素

の統合が相貌失認の発現に関与していると報告されています．もう1編は，失語症

の呼称課題における言語性保続に関するもので，健忘失語と伝導失語における言語

性保続の出現から，言語性保続の発現に関与する要因として，意味処理と音韻処理

について検討しています．いずれの論文もそれぞれ相貌失認，言語性保続などの症

状についてその発現機序を明らかにすることを目的にする研究結果の報告です．短

報では言語聴覚士とことばの教室教諭による発達障害児に対する家庭，医療，教育

の連携の具体的な試みが報告されています．シンポジウム「在宅高齢者への支援」で

は言語聴覚士と介護支援専門員の連携，訪問リハにおける支援の実態，介護老人保

健施設や通所リハ，訪問言語聴覚療法実施などそれぞれの立場からの取り組みがま

とめられています．在宅高齢者に対し，どのような視点でどのような具体的な支援

が必要かということは，改めて確認するべき重要な点であると思われます．

調査報告は言語発達障害･言語発達遅滞児者の現状と課題と題して，小児言語小

委員会が実施した調査結果が報告されています．特別支援教育が本格的に導入され

る中，言語聴覚士の職務に対する理解を促すなど，言語聴覚士と教員との連携のあ

り方が問われます．

本年度から「言語聴覚の日」の事業が実施されますが，言語聴覚障害や言語聴覚士

の職務内容について広くアピールし，啓発活動を行うことが求められています．

(立石雅子)
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